
見
童
精
紳
∵
刀
の
性
的
差
異
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檜
崎
淺
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
棚
、
一
　
般
問
題

　
一
般
的
並
に
特
殊
的
串
帥
的
素
質
の
性
的
差
異
の
科
華
燭
決
定
は
、
純
な
る
知
識
ご
し
て
見
る

も
知
的
興
味
の
深
い
一
問
題
で
あ
る
。
さ
れ
ば
精
心
力
學
的
研
究
者
の
多
く
が
、
精
脚
力
測
定
の

際
に
は
、
必
ず
常
に
其
の
性
的
差
異
を
考
察
し
て
居
る
。
今
こ
の
精
紳
力
質
的
知
識
の
一
概
摺
ご

見
る
を
　
得
べ
き
ホ
イ
ッ
プ
ル
の
著
作
を
見
る
も
、
各
種
の
精
棘
力
の
測
定
の
結
果
を
記
述
せ
る
項
に

於
て
は
必
ず
「
性
に
墓
く
差
．
異
（
器
擁
瓢
。
℃
①
＆
2
。
o
）
」
な
る
一
項
を
加
へ
て
居
る
。
其
の
他
個
々
の

原
著
に
見
る
も
、
男
女
を
其
の
被
験
者
ビ
な
せ
る
場
合
に
あ
り
て
は
、
必
ず
こ
の
問
題
に
考
察
を
試

み
て
居
る
。

　
か
く
の
如
く
に
精
帥
力
の
性
的
差
異
は
、
純
粋
な
る
知
識
ご
し
て
見
る
も
多
く
の
人
々
の
一
般

的
興
味
を
唆
す
一
問
題
で
あ
る
ε
共
に
、
之
を
野
際
的
生
活
帥
ち
斌
會
問
題
よ
り
見
る
な
ら
ば
、
叉

極
め
て
重
要
な
る
意
義
を
有
し
て
居
る
。
實
に
多
く
の
証
會
問
題
の
根
底
に
は
、
性
的
差
異
の
事

　
　
　
　
児
愛
精
榊
力
の
性
酌
差
異
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
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哲
學
研
究
　
第
入
十
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

實
が
横
っ
て
居
る
。
實
際
生
活
に
於
け
る
多
く
の
文
化
的
施
設
は
、
皆
こ
の
性
的
素
質
的
差
異
を

豫
罪
し
て
居
る
。
而
し
て
こ
の
問
題
に
沸
す
る
從
來
の
常
識
的
見
解
は
、
男
優
・
写
実
の
確
信
で
あ

る
。
こ
の
一
般
的
確
信
の
下
に
、
多
く
の
個
入
的
並
に
魅
會
的
施
設
の
實
施
せ
「
ら
れ
居
る
こ
ご
は
、

敷
育
組
織
に
之
を
見
る
も
直
に
其
の
一
端
が
察
せ
ら
れ
る
。
け
れ
ざ
も
こ
の
確
信
は
、
私
の
知
る

限
）
で
は
未
だ
科
學
的
の
論
考
を
璽
経
た
も
の
で
は
な
い
様
に
思
は
れ
る
。
男
優
・
女
劣
の
歴
史
的

傳
統
的
確
信
は
あ
る
一
方
向
の
見
地
よ
り
の
経
験
的
黒
質
に
其
の
蕊
芽
を
覆
し
、
各
時
代
の
魁
會

意
識
が
、
こ
の
傳
統
的
確
信
を
纏
承
し
、
更
に
各
時
代
の
一
方
向
の
見
地
よ
り
の
一
部
の
経
験
的
事

實
に
支
持
せ
ら
れ
て
、
今
日
に
至
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ば
こ
の
確
信
は
、
未
だ
科
學
的
論
考

を
蓮
過
し
だ
も
の
で
は
な
い
け
れ
ご
も
、
あ
る
一
部
の
経
験
的
三
二
に
塞
い
て
居
る
か
ら
、
こ
の
確

信
は
眞
の
事
實
の
指
数
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
或
は
又
一
面
的
見
地
よ
り
の
比
較
に
基
く
、

訂
正
を
要
す
べ
き
偏
見
で
あ
る
の
か
も
測
ら
れ
な
い
Q
さ
れ
ば
我
等
は
こ
の
問
題
に
窮
し
て
は
、

結
論
を
急
に
求
め
す
、
徐
う
に
蓋
果
な
る
資
料
を
蒐
集
し
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
師
ち
あ
ら
ゆ
る
見
地
よ

り
艦
あ
ら
ゆ
る
時
期
を
藏
じ
て
、
幽
凍
る
だ
け
多
く
の
被
験
者
に
つ
き
、
各
種
の
盗
然
馬
添
に
入
爲
的

條
件
の
下
に
、
二
者
の
比
較
を
試
み
て
、
然
る
後
断
乎
た
る
結
論
を
下
し
健
全
な
る
一
般
的
確
信
建

設
の
素
地
を
作
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
忌
門
な
る
男
女
素
質
の
優
劣
論
臓
、
多
く
の
忌
門
的
施
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設
の
方
針
を
誤
ら
し
む
る
こ
ご
が
多
い
。

　
男
女
の
精
帥
的
素
質
の
差
異
の
比
較
に
當
り
、
之
を
如
何
な
る
時
期
に
於
て
息
む
べ
き
か
は
、
先

づ
最
初
に
決
定
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
問
題
で
あ
る
。
始
生
期
に
之
を
試
み
る
は
、
殆
ん
ざ
不
可
能

で
あ
り
、
少
く
も
之
を
生
後
に
求
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
生
後
に
之
を
比
較
す
る
に
當
っ
て
も
．

膿
漏
電
畜
動
の
始
源
に
於
て
試
み
る
か
、
叉
は
獲
達
の
頂
瓢
に
於
て
す
る
か
。
素
質
の
程
度
の
比

較
は
、
當
然
々
の
奏
達
の
頂
黙
に
於
て
爲
す
べ
き
で
あ
る
が
、
之
を
爲
さ
ん
ご
す
る
に
當
っ
て
は
、
登

達
の
環
境
蘭
條
件
を
一
機
に
あ
ら
し
め
な
く
て
は
穴
。
ゴ
ら
な
い
。
然
る
に
こ
の
環
境
薄
命
件
の
一

機
は
、
連
立
文
墨
継
継
に
於
て
の
み
可
能
に
し
て
、
現
代
の
一
般
男
女
を
被
験
者
こ
な
す
場
合
に
於

て
は
、
既
に
こ
の
環
境
的
條
件
の
一
様
が
破
ら
れ
て
居
る
○
さ
れ
は
特
に
長
年
月
に
互
る
實
瞼
的

條
件
の
下
に
於
け
る
測
定
の
結
果
の
外
は
、
男
女
の
素
質
の
程
度
の
比
較
は
、
到
底
絶
面
的
の
知
識

に
達
す
る
こ
ご
が
で
き
な
い
駄
態
に
あ
る
。

　
素
質
の
性
質
的
比
較
は
、
必
ず
し
も
、
其
の
素
質
の
登
達
の
頂
黙
に
達
す
る
の
時
を
選
定
す
る
の

必
要
は
な
い
が
、
環
境
信
号
件
を
一
機
に
費
す
の
必
要
は
こ
の
場
合
に
於
て
も
同
一
で
あ
る
。
然

る
に
環
境
的
條
件
は
、
幼
稚
期
に
近
き
程
同
一
に
近
一
、
幼
稚
期
よ
り
兇
章
少
年
畜
年
期
ε
漸
次
に

之
を
遽
か
る
に
從
ひ
、
其
の
環
境
的
條
件
の
差
を
増
大
し
、
特
に
少
・
青
年
期
の
家
庭
及
び
章
章
敷
育

　
　
　
　
児
堂
精
帥
力
の
性
的
差
興
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
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醤
藻
研
究
　
第
入
十
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

の
相
帯
は
、
環
境
的
條
件
の
差
を
著
し
く
増
大
せ
し
め
る
。
之
を
以
て
素
質
の
質
的
並
に
量
的
差

異
の
比
較
を
、
青
年
期
又
は
其
の
以
後
に
於
て
之
を
試
み
る
な
ら
ば
、
現
實
に
存
す
る
地
者
の
精
紳

力
の
相
違
中
、
何
れ
が
、
素
質
の
差
よ
う
降
り
、
何
れ
が
環
境
の
差
よ
り
摩
る
も
の
な
る
か
を
定
む
る

場
合
に
至
り
て
、
複
雑
錯
綜
し
た
る
困
難
に
逢
遇
す
る
。
然
る
に
青
年
期
以
前
に
果
て
は
、
入
爲
的

環
境
の
相
違
比
較
的
僅
少
に
し
て
、
同
一
の
家
庭
並
に
同
一
の
小
平
稜
に
あ
る
も
の
に
あ
）
て
は
、

其
の
環
境
的
條
件
は
比
較
的
に
略
ぼ
同
一
で
あ
る
ご
見
ら
れ
得
る
。
併
し
な
が
ら
こ
の
場
合
に

あ
り
て
も
小
異
を
墨
ぐ
る
な
ら
ば
、
一
般
に
蟹
草
は
家
庭
に
撃
て
既
に
幼
時
よ
う
敷
育
方
針
を
異

に
し
、
男
望
よ
り
も
よ
り
多
く
家
庭
の
作
業
に
使
役
せ
ら
れ
、
叉
家
庭
及
び
學
綾
に
あ
り
て
も
、
男
兇

の
牧
得
す
る
を
要
せ
ざ
る
一
、
二
の
技
藝
及
び
學
科
を
よ
り
多
く
學
寓
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

さ
れ
ば
既
に
男
女
は
其
の
幼
児
期
よ
り
環
境
的
條
件
を
あ
る
程
度
に
於
て
異
に
し
て
居
る
こ
も

考
へ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
さ
れ
ば
男
女
の
素
質
の
比
較
研
究
は
、
既
に
其
の
毘
襲
の
以
前
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
：
i
し
鼻
臨

て
、
確
實
な
る
研
究
資
料
を
得
べ
か
ら
ざ
る
の
献
態
に
あ
る
。

　
精
…
紳
的
素
質
の
外
的
表
現
は
其
の
刺
戟
の
種
類
に
慮
じ
て
殆
ん
ざ
無
限
の
礎
化
性
を
示
す
か

ら
、
本
問
題
は
環
境
的
條
件
の
相
違
ε
聖
誕
聯
し
て
、
盆
々
複
軸
化
し
、
研
究
の
結
果
に
動
掘
性
を
撫

へ
る
。
從
っ
て
こ
の
問
題
に
平
し
て
は
、
他
の
何
れ
の
問
題
よ
り
も
よ
り
多
く
の
偏
見
こ
似
非
科



學
的
迷
信
ε
が
現
斑
す
る
。

　
精
三
編
の
性
的
差
異
の
考
察
に
つ
き
て
．
最
初
に
警
戒
し
置
く
べ
き
は
、
生
理
的
器
官
の
性
的
差

異
よ
り
の
類
推
で
あ
る
。
第
一
義
の
生
理
的
性
的
特
徴
は
第
二
義
の
生
理
的
性
的
特
徴
た
る
身

膿
の
大
さ
、
身
許
各
部
の
劉
合
、
毛
髪
の
分
布
、
咽
喉
及
び
熱
帯
の
大
さ
、
骨
盤
、
赤
血
球
の
量
に
は
明
ら

か
な
る
相
違
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
事
實
の
相
続
か
ら
、
精
瀞
力
に
も
必
然
的
に
性
的
相
違
の
存
在
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

べ
き
を
豫
苦
し
、
且
つ
一
般
に
是
、
等
の
特
徴
に
つ
き
て
は
、
女
子
は
男
子
に
其
の
量
的
特
徴
に
於
て

小
で
あ
る
か
ら
．
精
営
力
に
湿
て
も
女
子
は
男
子
に
劣
る
も
の
な
ら
む
ご
の
豫
想
の
下
に
考
察
を

進
め
こ
の
豫
想
に
適
合
せ
る
結
果
を
得
る
な
ら
ば
、
そ
の
ま
、
之
を
承
認
し
、
こ
の
豫
想
に
反
す
る

事
實
は
蜜
語
の
誤
謬
叉
は
例
外
ビ
し
て
之
の
事
實
を
放
棄
せ
ん
ご
す
る
の
傾
向
が
あ
る
○
か
く

の
如
き
は
生
理
的
差
異
の
事
實
よ
り
の
類
推
の
下
に
、
事
實
の
眞
想
を
見
誤
る
も
の
で
あ
る
。
さ

れ
ば
精
無
力
の
性
的
差
異
の
考
察
に
當
っ
て
は
、
生
理
的
特
徴
よ
り
の
類
推
叉
は
豫
想
又
は
偏
見

を
全
然
排
除
し
、
公
李
に
し
て
注
意
深
く
、
確
實
な
る
事
實
の
概
察
よ
り
出
虚
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
而
し
て
我
等
は
一
歩
又
は
浮
歩
に
て
も
、
こ
の
確
立
な
る
事
實
に
接
近
す
る
こ
ご
を
以
て
、
本

問
題
研
究
の
當
座
の
目
標
こ
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

233

児
童
精
聯
力
の
性
的
差
異

五
…
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二
塁
研
究
　
第
八
十
四
號

二
、
特
殊
問
題

五
二

　
さ
れ
ば
上
の
困
難
な
る
一
般
問
題
の
解
決
に
醤
す
る
第
一
歩
は
、
現
在
の
男
女
の
精
留
力
の
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

較
研
究
に
め
る
。
彼
の
エ
リ
ス
（
1
0
貿
）
の
研
究
の
・
如
き
は
其
の
玉
出
で
あ
る
。
私
は
環
境
的
條
件

の
比
較
的
に
同
一
の
状
態
に
近
き
兇
量
期
の
絡
末
に
あ
る
児
董
の
精
…
聯
力
の
性
的
差
異
を
、
十
種

の
智
的
精
紳
力
並
に
其
の
綜
合
的
結
果
に
つ
き
て
暫
く
考
察
を
試
み
、
一
般
問
題
解
決
へ
の
国
資

料
を
記
述
し
元
い
。
私
が
精
心
力
の
性
的
差
異
の
考
察
に
つ
き
て
、
兇
量
末
期
の
も
の
を
選
揮
せ

し
は
、
本
問
題
の
考
察
に
遅
し
て
は
、
最
も
有
力
な
る
資
料
を
構
成
す
る
ご
考
へ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
帥
ち
我
國
の
懐
育
制
度
に
於
て
は
、
豊
野
期
の
激
育
は
男
女
殆
ん
ご
一
楽
の
激
化
課
程
を
定
め

て
居
る
か
ら
、
敷
育
の
差
異
よ
）
．
來
る
性
的
差
異
は
極
小
に
減
縮
せ
ら
れ
て
居
る
。
然
る
に
少
年
、

青
年
期
に
至
る
ご
男
女
に
よ
り
て
、
激
化
課
程
・
敢
育
の
程
度
を
異
に
し
、
學
校
を
異
に
し
、
日
常
の
生

活
を
異
に
し
．
爲
め
に
到
底
爾
者
の
科
學
的
比
較
を
許
さ
な
い
。
　
さ
れ
ば
男
女
の
唄
般
的
素
質
の

科
學
的
比
較
は
我
意
の
現
駿
に
於
て
は
、
少
年
期
以
上
に
進
む
を
許
さ
な
い
○
之
を
以
て
私
は
比

較
的
に
低
級
智
能
の
磯
蓬
の
頂
黙
に
近
く
、
且
つ
敏
育
及
び
其
の
他
の
境
遇
の
比
較
的
に
類
似
せ

る
條
件
内
に
登
達
せ
し
尋
常
六
學
年
男
女
を
研
∵
究
資
料
蒐
集
の
樹
令
ε
な
し
淀
Q
男
女
精
紳
力
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の
比
較
は
、
同
一
の
後
天
的
條
件
を
必
要
と
す
る
ご
共
に
、
更
に
其
の
基
本
に
於
て
は
同
一
の
父
母

脚
瀞
　
二
物
　
幻

智
能
輩
の
中
間
数

蹴叛易
G・jrf5ノ．O亭

．oa！r一．一．ta　E
　　s　g　’一gpt－s’
　・99　y．ρ～　乳〃　、銘」ρ　よ53　。96　，9ク
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第一圖墾馨歪鍵鋸轟骸懲i雛舞

．gs　xeO
。7・7　．ヲ6

よ
り
生
れ
た
る
同
一
の
遺
簿
的
條
件
を
前
提
ご
な
す
が
故

に
、
同
一
の
學
校
に
通
回
せ
る
男
女
を
選
扱
し
て
資
料
蒐
集

の
醤
象
ε
な
し
た
。

　
直
達
期
に
於
け
る
男
女
の
一
般
的
知
的
素
質
の
差
異
を

科
學
的
に
決
定
せ
ん
ご
試
み
た
る
有
力
な
る
文
献
は
極
め

て
少
い
。
男
女
の
特
殊
的
精
紳
力
の
比
較
に
考
察
を
試
み

だ
る
も
の
は
極
め
て
多
い
が
、
其
の
被
験
者
の
数
僅
少
に
し

て
、
何
れ
も
決
定
的
の
結
果
に
達
し
て
居
ら
な
い
。
夫
故
に

エ
ソ
ス
も
男
女
の
智
的
作
用
の
差
異
を
論
議
し
た
る
結
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎞

に
曾
て
岸
。
戦
国
9
匿
紹
論
陣
9
け
ぎ
二
誘
9
9
冥
窪
姜
。
冨
く
①
ま
9
9
①
瓢

・
曙
く
①
薫
紆
建
σ
奮
巳
練
ω
ご
蓮
べ
て
居
る
（
㈲
一
九
三
頁
）
。
最
近
タ

ー
マ
ン
の
智
的
素
質
の
偏
等
化
の
研
究
に
於
け
る
性
的
差

異
の
悪
童
は
是
等
の
不
完
全
な
る
文
献
中
に
於
け
る
比
較

的
有
力
な
る
文
献
で
あ
る
。
而
し
て
氏
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
第
一
圖
（
横
線
の
数
字
は
年
齢
）
に
示
す

　
　
　
　
児
童
精
酔
力
の
魅
的
差
異
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
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哲
學
研
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第
八
ナ
四
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五
四

が
如
く
、
五
歳
よ
り
十
三
歳
ま
で
の
間
に
於
て
は
、
一
般
に
女
見
の
智
能
率
が
男
兇
の
上
に
あ
る
こ

ご
が
明
瞭
に
示
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
は
五
歳
よ
り
十
四
歳
ま
で
の
男
兇
四
百
五
十
七
入
、
女
兇
四

百
四
十
入
入
に
つ
き
一
般
智
能
測
定
を
試
み
た
結
果
で
あ
る
（
㈲
山
一
入
1
・
七
〇
頁
）
。

ぼ
む
ミ
し
り
み
ヘ
ト

だ
が
　
に
わ
コ

、
タ
ー
マ
ン
の
槍
聡
し
た
る
被
験
者
の
数
は
從
來
の
學
者
の
研
究
に
比
し
著
し
く
多
数
で
あ
る

け
れ
こ
も
、
之
を
各
年
齢
に
分
類
せ
ば
約
五
十
入
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
未
だ
其
の
数
に
於
て
充
分
ビ

は
云
は
れ
な
い
。
け
れ
ざ
も
多
く
の
二
二
力
に
つ
き
て
調
査
し
た
る
も
の
、
綜
合
的
結
果
で
あ

謬
ド
蔚
　
辱
’

る
ご
ご
も
に
、
叉
殆
ん
ご
各
年
齢
を
麺
じ
て
書
写
は
常
に
男
兇
の
上
に
位
し
て
居
る
か
ら
、
同
一
年

齢
の
男
女
に
於
て
は
女
見
の
精
紳
力
は
常
に
男
兇
の
上
に
あ
る
ご
断
定
し
て
大
過
は
あ
る
ま
い

少
く
も
女
兇
の
男
児
に
劣
る
の
事
實
は
少
し
も
見
る
こ
ビ
が
で
き
な
い
。
勿
論
之
の
事
實
の
基

礎
の
上
に
、
男
女
の
素
質
の
卒
等
又
は
愚
蒙
の
素
質
の
優
秀
を
論
定
す
る
は
早
計
に
失
す
る
○
何

ご
な
れ
ば
女
児
は
…
般
に
男
兇
よ
り
も
早
熟
の
傾
向
あ
る
を
以
て
、
同
一
年
齢
の
男
女
を
比
較
せ

ば
、
女
将
の
早
熟
な
る
が
π
め
に
、
女
晃
の
精
帥
力
の
男
兇
を
超
遇
す
る
こ
ε
が
焦
り
得
る
か
も
知

れ
な
い
。
　
さ
れ
ば
タ
ー
マ
ン
の
結
果
は
訟
本
だ
直
に
男
女
の
精
紳
的
素
質
の
差
異
を
論
定
す
る
能

は
す
ご
錐
も
、
同
一
年
齢
の
も
の
に
あ
り
て
は
、
女
児
の
二
二
力
は
男
雛
に
等
し
き
か
、
或
は
少
し
く

飯
野
に
優
る
の
事
實
は
、
米
國
の
兇
量
に
於
て
は
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
駅
で
あ
ら
う
。
然
ら
ば
こ
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の
事
實
は
、
各
民
族
の
兇
董
に
共
蓮
で
あ
り
，
從
っ
て
読
癖
・
國
の
男
女
兇
に
つ
き
て
も
、
こ
の
現
象
を

見
る
こ
ご
を
得
べ
き
か
、
或
は
ガ
ハ
古
樹
の
事
實
を
呈
す
る
か
。
こ
の
一
読
を
尋
常
六
血
書
生
郎
ち

玉
戸
満
十
一
歳
牢
の
幽
鬼
四
百
三
十
四
人
、
女
兇
三
百
九
十
七
人
の
十
種
の
精
工
力
に
つ
き
て
考

察
し
て
見
た
い
。
私
の
知
る
限
り
で
は
、
同
「
年
齢
に
あ
る
、
か
、
る
多
数
の
被
験
者
が
、
る
多
数

の
精
々
力
に
つ
き
て
の
比
較
を
試
み
淀
も
の
は
、
未
だ
無
い
か
ご
も
思
ふ
。
少
く
も
我
國
児
董
に

つ
き
て
は
全
然
皆
無
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
の
結
果
は
、
我
國
古
前
の
糟
…
紳
力
の
性
的
差
異
に
關
す

る
科
學
的
考
察
に
饗
し
、
一
資
料
を
提
供
し
得
る
か
ご
考
へ
る
。

三
、
精
紳
力
の
面
面

　
極
め
て
不
完
全
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
昨
秋
私
は
古
血
的
一
般
素
質
槍
査
法
を
考
案
し
（
働
九
七
一

一
四
七
頁
）
こ
の
槍
査
法
の
標
準
値
を
設
定
せ
ん
が
た
め
に
、
大
正
十
一
年
（
西
暦
一
千
九
百
二
十
二

年
）
十
一
月
上
旬
よ
り
、
中
、
下
旬
の
間
に
於
て
、
左
記
の
話
語
生
徒
（
小
面
七
六
二
年
生
、
中
學
稜
一

學
年
生
）
に
就
き
、
十
種
の
精
紳
力
の
槍
査
を
行
っ
た
。

　
東
京
束
石
趨
　
欝
小
霧
　
　
　
鶏
人
　
　
五
韓
人

　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
御
小
學
校
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇
　
　
・
　
　
　
　
　
　
「
｝
七

　
　
　
　
見
童
精
淋
力
の
牲
的
差
異
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
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嗣
　
　
　
　
　
　
小
臼
向
盗
町
小
學
絞

同
　
　
　
融
唱
田
歴
　
　
　
　
　
和
泊
挙
小
向
丁
校

同
　
　
赤
坂
腿
　
　
　
　
青
南
小
三
校

　
　
　
宙
小
京
高
等
師
縄
學
校

同　
　
　
附
…
麗
・
小
學
校
第
｝
部
第
二
部

　
小
學
校
児
堂
合
計

宙
出
尽
府
立
第
山
ハ
中
鳳
丁
楼
…

宙
小
山
無
弾
薗
等
師
舳
艶
學
佼
附
叩
濁
中
學
校

　
申
學
生
合
討

　
全
部
合
欝

　
九
二

　
王
五

一
＝
一

　
五
三

圏
八
八

二
七
一

　
九
四

三
六
濫

八
颪
三

而
し
て
槍
査
し
た
る
十
種
の
精
軸
力
は
次
の
も
の
で
あ
る

－
注
意
力

3
關
係
的
記
憶
力

5
分
類
力

7
抽
象
力

9
過
去
の
精
帥
容
力

2
器
械
的
記
憶
力

4
論
理
的
明
畳
力

6
論
理
的
統
畳
力

8
推
理
力

－o

ﾍ
爲
的
技
巧
力

　
八
〇

　
四
二

｝
〇
ニ

　
ニ
○

璽
閣
砦

四
一
七

〇

五
六

　
叢
に
注
意
力
ご
云
ふ
は
、
数
字
群
、
片
假
名
群
、
漢
字
群
、
圖
形
群
、
丈
章
等
を
相
互
に
比
較
し
其
の
異

同
を
辮
別
す
る
際
に
働
く
注
意
力
を
意
昧
す
る
。
器
械
的
記
憶
カ
ゼ
は
無
意
義
の
語
ε
有
意
義



の
語
（
ナ
ラ
オ
、
光
）
ご
の
聯
合
的
記
憶
及
び
其
の
再
生
．
カ
ご
を
意
零
し
、
關
係
的
記
憶
力
ご
は
有
意

義
の
語
（
山
、
兎
、
草
、
犬
）
の
聯
合
的
記
憶
及
び
其
の
再
生
力
を
意
昧
す
る
。
　
論
理
的
明
昼
力
ご
は
、
事

物
の
本
質
又
は
最
も
關
係
深
き
も
の
、
謬
見
力
に
し
て
、
分
類
力
ご
は
各
種
の
槻
念
の
類
別
力
で

あ
る
。
　
論
理
的
統
畳
力
ご
は
、
分
離
せ
ら
れ
た
る
語
句
の
意
義
め
る
結
合
力
を
意
味
し
．
抽
象
力
ご

は
、
警
句
、
諺
、
和
歌
等
の
一
般
的
意
義
の
螢
見
習
で
あ
る
。
推
理
力
さ
は
、
数
學
的
並
に
一
般
的
推
理

力
を
意
瞭
す
る
Q
　
過
去
の
精
麗
容
力
ご
は
過
去
に
経
験
し
た
る
も
の
、
把
持
力
を
意
味
し
，
模
爲

的
技
巧
力
ε
は
、
簡
易
な
る
圓
形
の
模
寓
力
を
意
昧
す
る
。

こ
の
十
．
裡
の
精
紳
方
の
詳
細
な
ろ
内
容
、
及
び
こ
の
精
心
力
の
品
等
化
等
に
つ
き
て
ほ
、
拙
著
コ
般
索
質
槍
査
法
の
試
み
」
た
滲
照
ぜ
ら
れ
れ
い
Q

　
私
は
こ
の
瞼
査
の
結
果
を
利
用
し
て
、
男
女
精
榊
力
の
粗
違
を
小
學
校
男
兇
四
八
八
入
、
女
兇
四

一
七
人
に
つ
き
て
考
察
し
、
其
の
考
察
の
結
果
の
大
要
を
ば
、
前
記
の
拙
著
に
報
告
し
て
遣
い
た

（
磁
心
三
八
f
二
五
〇
頁
）
。
然
る
に
該
報
告
に
利
用
せ
ら
れ
た
る
被
験
者
の
中
に
は
、
特
殊
の
選
抜
を
受
け

た
β
五
十
三
名
の
男
児
並
に
二
十
五
名
の
女
兇
を
混
合
せ
る
を
以
て
、
男
兜
の
群
は
、
女
兇
の
群
に

比
し
て
比
較
の
條
件
に
有
利
の
黙
が
あ
り
、
從
っ
て
比
較
の
結
果
に
多
少
の
誤
謬
を
加
へ
た
る
の

憂
ひ
が
あ
る
◎
さ
れ
ば
本
稿
に
於
て
は
こ
の
特
殊
の
選
抜
を
受
け
た
る
児
董
を
全
部
排
除
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

冠
、
も
に
、
更
に
梢
詳
細
に
縛
り
．
て
、
男
女
の
性
的
差
異
を
槍
質
し
て
㈲
の
報
告
の
鋏
陥
を
補
正
し

　
　
　
　
見
堂
糟
聯
力
の
性
的
差
異
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
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騨
、
男
女
兜
精
神
力
の
比
較

五
八

　
私
は
各
種
の
精
聯
力
の
程
度
の
品
等
化
を
假
に
黙
数
に
て
示
し
、
こ
の
黙
数
の
範
國
、
頻
数
、
代
表

優
，
分
配
曲
線
等
に
つ
き
て
、
爾
者
の
差
異
を
考
察
す
る
○
私
の
品
等
化
し
た
る
十
．
種
の
精
沸
力
を

男
女
兇
に
つ
き
て
比
較
す
る
に
、
あ
る
も
の
に
あ
り
て
は
女
児
男
兜
に
優
り
、
他
の
も
の
に
あ
り
て

は
、
魚
見
の
成
績
女
面
に
優
っ
て
居
る
。
さ
れ
ば
一
括
し
て
，
隠
者
の
差
異
を
論
ず
る
こ
ε
が
で
き

な
い
か
ら
、
今
左
に
甲
男
児
の
女
児
に
優
る
も
の
乙
女
兇
の
男
児
に
優
る
も
の
、
二
種
に
大
別
し

て
雨
者
の
比
較
を
宗
し
た
い
。

　
　
　
　
　
甲
男
児
の
女
兜
に
優
る
も
の

　
十
種
の
精
騨
力
中
、
推
理
力
、
過
去
の
精
淋
容
力
、
分
類
力
、
抽
象
力
、
論
理
的
明
畳
力
、
論
理
的
統
畳
力
、

注
意
力
の
七
種
に
於
て
、
男
爵
は
女
児
に
優
り
、
且
つ
其
の
油
墨
の
度
も
今
記
述
し
た
る
順
序
に
よ

つ
て
磯
現
す
る
。

　
　
　
　
　
－
推
理
力

　
推
理
力
は
第
一
表
及
び
第
ご
圖
に
示
す
が
如
く
、
其
．
の
範
園
は
爾
者
ε
も
略
ぽ
同
一
に
し
て
、
男
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而
し
て
こ
の
推
理
力
に
於
て
、
総
被
験
者
の
約
五
分
の
四

一
の
者
に
於
て
の
み
性
酌
差
異
登
現
し
、
こ
の
数
の
範
圃

　
　
　
　
児
蹴
精
脚
力
の
牲
的
差
異

推理力

O
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
β
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
一

頻数
男

4
4
2
9
9
6
S
9
4
3
7
6
4
0
7
3
3
9
2
5
4
4
3
2
5
0
0
0
2

1
1
1
工
2
お
2
3
3
2
2
1
3
2
1
1
1
　
1

同調％ 頻搬
女

1：雛器

i髪l
l：翻鶉
；：ll醤

1：§1揖

夏：灘、l

l：器　8
コヨむ　　　ユリ

膿・1

伺：左％

4
4
9
6
8
【
・
4
3
2
5
3
2
8
1
7
7
2
2
6
5
0
5
0
0
0
0
5
0
5
0

。0

f0

T
0
’
0
つ
あ
B
O
μ
’
o
。
0
〃
溢
2
リ
…
9
0
毒
3
混
毒
2
の
ゆ
”
カ
2
ゆ
2
刀

6
5
5
8
1
9
0
9
弘
孟
；
U
4
1
3
2
2
2
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
C

　
　
　
　
1
　
　
1

　
差
％

女
の

男
数

　
頻

　　コ　

＝1981

ゴ：器

ゴ：論

｝9：1§

lf8・

　エロゆ

1蛋

ユズあ

纒1
：
l
1

8’lll

むロつコ

1：認

」：藷

」：91

0．45

ナ
七
黙
に
至
っ
て
層
る
が
、
最
大
頻
数
男

∪
今
假
に
其
の
中
問
数
五
黙
を
以
て
眞

の
最
大
頻
数
ご
な
せ
ば
、
男
女
最
大
頻
数

の
，
差
ば
二
黙
こ
な
る
9
各
頻
数
中
、
七
黙

以
下
は
女
児
に
多
く
入
黙
以
上
は
男
兇

に
多
い
。
邸
ち
逸
遊
以
下
の
頻
数
に
於

て
女
見
は
男
兇
よ
り
二
一
、
七
％
多
く
、
男

内
兄
の
頻
数
は
八
黙
以
上
に
於
て
女
見
よ

り
二
七
七
％
だ
け
多
い
。
今
之
を
第
二

圃
の
分
配
線
に
見
る
に
、
女
児
の
曲
線
の

高
さ
は
七
黙
以
下
に
於
て
常
に
男
兇
を

超
過
し
．
画
院
の
曲
線
の
高
さ
は
入
黙
以

上
に
於
て
常
に
女
兇
を
超
過
し
て
居
る
。

は
、
性
的
差
異
を
現
さ
す
、
残
除
の
五
分
の

に
於
て
、
男
呼
に
正
常
以
上
の
者
多
く
、
女

　
　
　
　
　
　
　
玉
九

兇
は
零
黙
よ
り
二
十
入
黙
に
達
し
、
女
兇
は
零
職
よ
り
ニ
ナ

兇
は
七
黙
に
し
て
、
女
兇
は
四
黙
ご
六
五
ε
の
問
に
あ
る
。

　
　
第
一
炎
男
女
推
理
力
の
比
鞍
の
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兇
に
正
常
以
下
の
者
が
多
い
⑱

　
、
、

ヘ
ハ

　
い
》

A
ノ
’
ノ

一一一

．．“一一　3＃

　
　
　
　
し
ヘ

ー
￥
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六
〇

〉
瑠
　
・
婁
の
精
馨
力

㎝
”
　
　
過
去
の
精
紳
容
力
は
第
二
表
及
び
第
三
圖
に

一、

ｶ
　
示
嘉
如
妥
兇
の
叢
壕
黙
よ
告
轡

一
7
醐
至
募
兇
の
鍍
は
露
よ
者
四
±
讐

　
／
　
触
出

　
ク
　
の
至
り
、
爾
者
の
範
團
に
顯
著
な
る
相
違
が
あ
り
、
男

∵
鐸
に
は
畜
の
最
勇
呈
の
者
が
約
輔
葱

　
3
　
　
推

　
．
μ
謹
推
頻
る
。
加
之
女
兇
の
最
大
頻
数
は
、
十
五
黙
よ
り
二

〃
／
。
層
タ
’
ク
6
タ
虫
3
2
！
・

　
　
頻
数
百
分
比

十
五
黙
以
上
に
於
て
同
数
だ
け
女
児
を
超
過
し
て
居
る
。

男
圖
十
九
黙
の
間
に
現
出
せ
ん
こ
す
る
の
傾
向
あ
る

に
に
劃
レ
男
児
に
あ
り
て
は
、
二
＋
黙
よ
り
四
＋
四

μ
端　

黙
の
間
に
現
は
る
、
の
傾
向
を
示
し
ご
の
瀦
に

　
於
て
も
爾
者
の
間
に
著
し
き
相
違
が
あ
る
○
叉

　
個
々
の
頻
数
に
見
る
も
三
十
四
瓢
以
下
に
於
で
、

　
女
兇
は
男
児
ま
り
二
一
、
〇
四
％
多
く
、
男
児
は
三

　
　
　
　
　
さ
れ
ご
も
弦
に
注
意
す
べ
き
一
の
事



睡「

實
は
、
推
理
力
の
場
合
ご
等
し
く
男
兇
は
女
兇
に
優
る
ご
雄
も
、
一
切
の
男
兇
が
、
あ
る
度
に
於
て
二

切
の
女
兇
に
優
る
の
で
は
な
い
。
多
数
の
男
女
児
に
つ
き
一
般
的
に
云
ふ
な
ら
ば
、
精
測
力
に
於

　
　
第
二
表
罫
過
去
乱
落
力
の
比
較
　
　
　
　
　
け
る
性
的
差
異
は
現
出
し
な
い
。

　男女
頻数の差
　　　％

バ
　
ア
フ
ア
ロ
ひ
　
り
　
エ
ユ
　
ユ
　
ぼ
ひ
　
ロ
ま
ワ
ぼ
ア
ワ
ノ
ブ
　
の
り
ほ
ヨ
　
ゆ
り
　
　
む
ゆ
ゆ
玉

転
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鱒
蛇
U
薪
届
鷲
鋸
0
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α
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儲
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1
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離
醇
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肪
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偲
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12　i　2．77
19　i　4，39
15　i　3．46
23　i　5．gO
30　1　6．91
22　i　5．07
27　i　6，22
26　i　5．99
31　　7，1・玉

25　i　s　”（6

三9　　4．38
22　i　or，07

22　1　5．07
23　i　5．30
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14　3．23
26　or．｛g

ll　255
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9　L」，OrlT
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・1　O．92
1　O．23｝
2　1　O．・16
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　L24
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－l19

124
1L）9
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139
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L）43

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
比
較

的
少
歎
の
個
人
、
今
過
去
の
精
撃
力
に
つ

き
て
云
ふ
な
ら
ば
、
約
五
分
の
一
の
男
女

の
間
に
性
的
差
異
が
現
毘
す
る
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

る
。
以
下
遍
ぶ
る
所
に
就
き
て
も
、
之
の

黙
に
於
て
は
同
一
で
あ
る
。
唯
こ
の
人

数
の
比
に
相
違
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

　
過
去
の
精
確
容
力
は
、
既
に
上
に
述
べ

た
る
如
く
児
董
期
に
於
て
一
部
の
個
人

間
に
顯
著
な
る
性
的
差
異
を
示
す
の
で

あ
る
が
、
こ
の
性
的
差
異
は
少
年
、
青
年
期

に
至
る
も
連
績
存
在
せ
る
が
如
く
に
察

せ
ら
れ
る
。
米
國
に
於
け
る
ヂ
ヤ
ス
ト
ロ
ー
が
上
国
る
だ
け
蓮
く
百
個
の
講
を
詑
述
せ
し
め
て
、

　
　
　
　
兇
童
精
紳
力
の
性
的
差
輿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ご
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ノρ

　夕
頻

製

　7
　6分

比

3
　£
　
　
〆
　
　
ρ

　
力
の
を
示
し
た
も
の
ご
見
る
こ
ご
が
、
出
雍
る
。

・
閉
せ
ら
れ
た
舞
の
語
一
千
二
冥
＋
六
個
の

翻
曳
男
子
は
其
の
ニ
ル
入
％
を
女
子
は
二
q
八
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

　
男
女
の
槻
念
界
を
調
沓
し
た
る
結
果
に
よ
れ
ば
、

　
男
子
大
學
生
二
十
五
名
は
一
千
三
百
七
十
五
個

　
の
異
る
語
を
記
蓮
し
、
女
子
大
學
生
二
十
五
名
は

　
一
千
一
百
二
十
三
個
の
異
る
語
を
記
述
し
て
居

ゑ

回
る
○
こ
の
爾
者
の
差
は
、
男
女
の
精
紳
容
力
の
差

分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
又
使

ブ
叡
過

鋤
を
使
用
し
て
居
る
（
働
一
六
七
頁
）
○
さ
れ
ば
こ
の
結
果

圓
．
に
よ
れ
ば
、
青
年
∴
男
女
に
於
て
は
、
男
子
の
精
紳
容

　
ニ第

力
は
女
子
の
上
に
あ
る
こ
ご
が
察
せ
ら
れ
、
精
紳

　
容
力
に
於
け
る
一
部
の
男
子
の
優
越
は
．
一
般
的

　
事
實
と
言
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
3
　
分
類
力

　
　
第
三
表
及
び
第
四
圖
に
示
す
が
如
く
、
男
女
分



類
力
の
範
園
は
全
然
同
一
に
し
て
、
零
瓢
よ
り
二
十
二
黙
に
達
し
て
居
る
。
最
大
頻
藪
男
兇
は
五

識
よ
り
七
黙
の
間
に
現
恐
す
べ
き
傾
向
を
示
し
、
女
兜
の
最
大
頻
数
は
五
線
よ
り
年
齢
の
間
に
現
、

第
三
表
男
女
分
類
力
の
比
較

　男女
頻・数の差
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　2．70
　　1．54

　0．　tjo

　　1．34

　　0．19

　　L15
一　O．Ol

一　e．02

れ
ん
ε
す
る
傾
向
が
あ
る
○

同左％頻数
女

同：左％数
男

1
8
壬
2
1
S
2
S
8
1
1
9
3
7
1
6
6
6
0
0
0
0
5

0
7
0
3
S
5
3
5
5
8
5
7
5
7
0
7
？
2
5
5
0
5
2

L
広
翫
息
＆
α
Q
ψ
α
α
＆
翫
止
a
9
楠
工
α
α
n
．
α
α
0
．
α
α

　
　
　
1
　
　

1
1

4
9
0
7
5
2
7
2
2
5
2
9
4
1
4
3
δ
1
2
2
0
2
1

1
2
3
3
4
3
4
4
3
2
1
ー
ユ

5
三
〇
2
1
5
5
5
0
9
5
0
9
7
7
6
0
5
4
9
5
6
3

ユ
溶
ゆ
3
Q
岬
議
証
浸
溶
2
4
炉
洛
q
卍
ゆ
7
4
晒
β
1
一
β
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ユ
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［
②

工
工
3
3
6
9
9
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　s

　9

20
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22

こ
の
瓢
に
於
て
は

遮
　
男
女
兜
は
略

飼

〃
騰
ぽ
璽
な
る

ヤ
ノ
も
　

凶
プ
％
か
、
或
は
女
兇

み
瀬
力

㌶
鰯
の
男
兇
に
少

〃
　
女

評
男
し
く
優
る
の

。　s　ls　K

〃
〃
ρ
／
ク
‘
介

　
　
甑
数
百
分
比

・
響
　
3
　
2
　
／
　
0

四
傾
向
す
ら
あ

第　
る
が
、
併
し
個

　
々
の
頻
数
を

　
比
較
す
れ
ば
、

望4蕊・

入
・
二
二
％
多
く
、
十
黙
以
上
に
於
て
男
見
の
頻
数
は
女
児
よ
り
も
一
入
、
ニ
ニ
％
多
い
○

の
分
配
線
を
見
る
も
、
九
黙
以
下
に
於
て
女
兜
の
曲
線
男
児
の
上
に
あ
う
、
十
黙
以
上
に
於
て
男
児

　
　
　
　
児
轟
毘
鰭
…
融
∵
刀
の
骨
晒
的
典
塩
黒
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
一
二

九
瓢
以
下
に
於
て
女
兇
の
頻
数
は
男
児
よ
）
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
從
っ
て
其



黙
に
達
し
、
女
児
の
抽
象
力
は
零
黙
よ
り
十
六
瓢
に
至
り
二
黙
の
相
違
が
あ
る
。

は
、
四
黙
乃
至
身
魂
の
聞
に
、
女
兇
は
二
黙
乃
至
五
二
の
間
に
現
出
　
す
べ
き
傾
向
か
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4
抽
象
力

　
抽
象
力
の
範

團
は
第
四
表
及

第
五
圖
に
示
す

が
如
く
、
略
ぽ
同

様
な
め
ε
錐
．
も

男
児
は
女
見
に

比
し
て
少
し
く

謡
い
。
、
郎
＝
b
男

兇
の
抽
象
力
は

重
工
よ
り
十
入

最
大
頻
数
男
児

あ
る
。
個
々
の

郷
、
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六
四

の
曲
線
女
児
の
上
に
あ
る
。
而
し
て
他
の
精
帥
力
の
場
合
ご
等
し
く
、
全
被
験
者
の
約
三
一
、
入
％

は
其
の
精
紳
力
に
少
し
も
性
的
差
異
を
示
さ
な
い
。

　
　
第
四
炎
男
女
抽
象
力
の
比
較
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
抽
象
力



覧

頻
数
を
見
る
に
五
黙
以
下
は
女
児
に
於
て
一
入
適
二
％
多
く
、
六
黙
以
上
は
男
見
に
於
て
一
八
・
二
％

多
い
。
さ
れ
ば
之
を
酉
者
の
分
配
線
に
見
る
も
、
五
瓢
以
下
に
於
て
女
直
の
曲
線
は
男
兇
の
上
に
、

　
　
第
五
表
　
男
女
諭
理
的
明
発
力
の
比
較

差
％

女
の

日
数頻同：左％数
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頻二二％頻数
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明箆力

一〇．O・1

－o．so

一．． P．37

－1．58
一一〇．96

－5．59

－3．80
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　0．4i

一1．oo

　O，S9

　2．19

　0．08
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六
黙
以
上
に
於
て
男
心
の
曲
線
は
多
く
は
常
に
女
癖
の
上
に
あ
る
。
而
し
て
一
八
・
こ
％
以
外
の

入
一
入
％
の
被
験
者
に
あ
り
て
は
、
他
の
場
合
ご
等
し
く
少
し
の
性
的
差
異
も
現
れ
な
い
Q

　
　
　
　
西
兄
蹴
毘
縞
繍
脚
．
刀
の
性
的
差
綴
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
な
立
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哲
學
研
究
　
第
八
十
四
號

　
　
　
　
5
　
論
理
的
明
畳
力

第
五
表
及
び
第
六
圖
に
示
す
が
如
く
、
論
理
的
明
畳
力
は
其
の
範
園
男
女

　
第
六
表
男
女
論
理
的
統
監
力
の
比
較
　
　
　
　
　
　
　
男
兜
は
無
難
よ
り
二

差
9
6

霊智％流匿

女

紅
．

％左同撒
男

頻
的
力

丁
度

論
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．
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0
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℃
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0
鯛
　
　
　
　
　
　
　
2

黙
よ
り
二
十
黙
に
達

分
配
線
は
蓋
然
曲
線

は
七
瀬
よ
り
十
一
黙

傾
向
を
示
し
、
女
兜
の

も
の
よ
り
著
し
く
小

爾
黙
問
に
現
出
す
べ

實
に
於
け
る
最
大
頻

さ
弗
ば
七
黙
以
下
の

多
く
．
八
黙
以
上
の
頻

が
多
い
○
而
し
て
其

は
一
二
・
六
九
％
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
の
精
淋
力
に
於
て
も
、
入
七
去
＝
％
の

少
し
の
性
的
差
異
も
見
る
こ
8
が
で
き
な
い
。
　
　
，
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4
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0
鯛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

に
よ
り
少
し
く
異
り
、

十
四
黙
に
、
女
児
は
零

し
て
居
る
。
男
児
の

に
酷
似
し
、
最
大
頻
数

の
問
に
現
出
す
べ
き

最
大
頻
数
は
男
兜
の

に
、
五
黙
乃
至
六
黙
の

き
傾
向
が
現
は
れ
、
現

数
は
山
ハ
黙
で
あ
る
○

頻
数
に
於
て
は
女
児

数
に
あ
り
て
は
男
見

の
相
互
の
超
過
頻
数

被
験
者
に
あ
り
て
は

六
六
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頻
搬
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分
比

配
線
は
所
謂
J
形
で

最
大
頻
数
に
よ
っ
て

　
　
　
　
見
堂
精
紳
力
の

6
ナ
タ
3
2
’
0

あ
る
。
從
っ
て

爾
者
を
比
較
す

E
駐
嵐
噛
9
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白
罰
7
1
2
ノ
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6
　
論
理
的
統
畳
力

　
第
六
表
及
び
第
七
圖
に
示
す
が
如
く
、

零
黙
よ
う
二
十
五
黙
に
至
り
、
玉
壷
は

軽
銀
よ
り
二
十
一
黙
に
達
し
、
其
の
分

注　意　力 頻数 同左％ 頻　数 同左％
　男女
p数の喜・

男 女 ％

0 τ 0．23 2 0．50 一〇27
1　　　　2 0 0．00 0 0．00 0．CO

3　　　　4 1 0．23 2 0．50 一〇．27

5　　　　6 3 0．69 1 0．25 0．44

7　　　　8 4 0．92 7 1．77
一一 Z．85

9　　　　10 5 L15 8 2．01 一〇．86

11　　　　12 ■　り

vo 2．99 ユ7 428 一L29
ユ3　　　14 26 6．eO 24 6．04 一〇．04

15　　　　16 61 14．05 58 14．6夏 一〇．56

17　　　　1S 67 王5．44 73 18．3S 一2・94

19　　　20 43 9．91 39 9．82 0．09

21　　　22 43 9．91 26 6．55 3．36

23　　　　24 赫 ：【0β7 35 S．82 1．55

25　　　　？6 30 6．92 27 6．80 0．12

27　　　－28 27 6∴2 20 5．03 1．⊥9

29　　　　30 24 5．53 工7 428 125
31　　　32 U 2．53 】工 2．77 ＿0．24

33　　　　34 U 2．53 16 4．03 ＿L50
35　　　　36 9 2．07 6 L52 0．55

37　　　38 6 L3s 3 ∩．75 U．63

39　　　　｛0 3 0．69 5 126 一〇．57

41　　　4三 1 0．£3 0 0．0り 0．23
8

論
理
的
統
聖
子
は
男
女
に
よ
り
其
の
駁
雑
異
り
、
男
兜
は

　
　
　
　
第
七
表
男
女
注
意
力
の
比
較



25，Q

　
　
　
　
折
輝
學
研
囚
究
　
　
麓
〃
入
十
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
八

る
．
こ
ご
は
で
き
な
い
が
、
個
々
の
頻
数
に
重
て
、
四
黙
以
下
の
も
の
は
女
舞
に
多
く
五
黙
以
上
は
一

般
に
男
児
に
多
い
。
こ
の
四
黙
以
下
に
於
て
女
兜
の
男
兇
を
超
過
す
る
の
度
は
一
一
∴
％
で
あ

　
　
、

嘆
ハ
巴／

／

一一一一r女

＾
ハ

＼
・
v
．x

　　　　　IA

て　ノ

oZ－6f　2“Ken　2”6e“　2b15f　2
　　　　　／e　　　　♪tt　　　　Se　　　　タb
　　　　　　　　　　注　意　力
　　　　　第八岡　男女注意力の分配線

　　18

　　17

　　ユ6

頻15

瑞
百12
　　11．

分10

比9
　　s
　　rl

　　6

　　5
　　，1，

　　3

　　2
　　1
　　0

る
。
さ
れ
ば
論
理
的
統
畳
力
に
於
て
も
、
被
験
者
の
入
八
・

九
％
は
男
女
に
よ
り
て
其
の
差
異
を
示
さ
な
い
。

　
　
　
　
？
　
注
意
力

　
注
意
力
は
第
七
表
及
び
第
八
圖
に
示
す
が
如
く
、
其
の

％
沼
女
範
國
は
爾
…
三
略
ぽ
同
様
に
し
て
、
男
兇
は
零
黙
よ
り
四
十

f
一
黙
に
、
女
児
は
零
黙
よ
り
四
十
黙
に
達
し
て
居
る
○
最

ド
鋤
大
頻
数
は
二
者
ε
も
十
八
黙
に
し
て
、
其
の
分
配
線
は
雨

　
者
こ
も
蓋
然
曲
線
に
酷
似
し
、
爾
者
の
差
は
僅
少
で
あ
る
Q

　
さ
れ
ば
拙
著
　
「
一
般
素
質
槍
査
法
の
試
み
」
　
に
於
て
は

　
爾
者
全
然
同
一
な
り
ご
概
論
し
て
置
い
た
（
㈲
二
四
〇
頁
）
Q
　
．

け
れ
ご
も
今
極
め
て
細
密
に
爾
者
を
比
較
す
る
時
は
、
歯
入
黙
以
下
に
於
け
る
頻
数
は
、
女
兇
の
男

腹
に
超
過
す
る
場
合
多
く
、
十
九
黙
以
上
に
打
て
は
男
児
の
女
塾
に
超
過
す
る
場
合
が
比
較
的
に

多
い
、
而
し
て
超
過
の
歩
合
は
六
・
六
四
％
で
あ
る
。
さ
れ
ば
総
被
．
験
者
の
九
三
・
三
六
％
は
注
意
力



於
に
て
少
し
の
性
的
差
異
も
示
さ
な
い
が
、
六
・
六
四
％
に
於
て
女
児
は
男
児
に
劣
っ
て
居
る
。

　
　
　
　
　
一
θ
　
女
見
の
男
児
に
優
る
も
の
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第
八
衷
男
女
模
爲
的
技
巧
力
の
比
較
　
　
私
の
品
等
化
し
た
十
種
の
精
紳
力
中
、
女
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の
男
兇
に
比
し
て
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記
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第九圃　男

順
次
に
其
の
優
れ
る
状
態
並

に
程
度
を
記
述
す
る
。

　
　
－
模
爲
的
技
巧
力

　
弁
済
的
技
巧
力
は
第
入
表

及
ひ
第
九
圖
に
示
す
が
如
く
、

，
男
女
ご
も
註
ハ
の
範
圃
は
略
々
同
「
に
し
て
、
最
大
頻
数
面
癖
認
許
N
な
る
も
、
個
々
の
頻
数
に
於
て
、

蚕
桑
は
女
児
よ
り
も
八
戸
以
下
に
多
く
．
女
児
は
九
黙
以
上
に
於
て
男
見
よ
り
も
著
し
く
多
．
い
。
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慨
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レ
○

從
っ
て
第
九
圖
に
示
す
が
如
く
、
男
爵
の
分
配
線
は
藁
灰
以
下
に
於
て
女
兇
の
上
に
あ
り
、
女
兇
の

分
配
線
は
九
黙
以
上
に
於
て
常
に
男
声
の
上
に
あ
る
。
而
し
て
爾
者
互
に
上
下
に
超
過
す
る
の

　
第
九
表
男
女
器
械
的
託
憶
力
の
比
較
　
　
　
　
程
度
は
総
被
験
者
の
一
六
・
七
二
％
で
あ
る
。
さ
れ
ば
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
の
約
一
割
七
分
に
於
て
、
技
巧
力
に
性
的
差
異
が
現
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ゆ
け
れ
ざ
も
総
被
験
者
の
入
三
・
二
入
％
に
於
て
は
、
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
力
に
隔
て
も
性
的
差
異
は
少
し
も
現
は
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
器
械
的
記
憶
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
九
表
及
び
第
十
圖
に
示
す
が
如
く
、
器
械
的
記
憶
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
野
里
は
男
女
略
ぽ
同
標
な
る
も
、
女
児
は
男
児
よ
り
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黙
だ
け
廣
い
。
男
児
の
女
児
に
優
る
精
畜
力
に
あ
う
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
其
の
最
大
力
に
於
て
男
兇
は
多
く
は
女
兇
に
優
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
居
淀
が
、
女
見
の
男
見
に
優
る
精
帥
力
に
あ
り
て
は
、
其
の

最
大
力
に
煮
て
優
女
兜
は
男
兇
に
優
る
の
傾
向
が
あ
り
、
器
械
的
記
憶
力
の
如
き
も
其
の
「
例
で

あ
る
。
　
男
兜
の
最
大
頻
数
は
三
－
四
黙
に
現
は
る
、
の
傾
向
を
示
し
、
女
面
の
最
大
頻
数
は
四
一

五
黙
に
現
は
る
、
の
傾
向
が
あ
る
。
さ
れ
ば
既
に
羅
械
的
記
憶
力
の
一
般
的
傾
向
に
於
て
唄
黙
「



の
差
が
あ
り
、
女
兇
は
男
兇
に
一
掴
優
っ
て
居
る
。
個
々
の
頻
数
を
曲
る
に
、
製
糖
以
下
は
男
兇
に

五
黙
以
上
は
一
般
に
女
童
に
多
く
蛭
ハ
の
超
過
の
度
は
一
〇
・
五
三
％
で
あ
る
。

2，r3

　
　
　
亀
、
　
　
　
　
　

二
二
ー
ー
ー
p
髪

　
　
　
　
　
　
’
～
　
　
．
‘
’
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
ら
　
く
　
く
ギ
ひ
き
　
な
ゆ

♂
厚
屋
び
擦
な
蕉
〃
僧

！
ヂ
．
も
～
虹
タ
2
／
6

　
頻
数
百
分
比

獄丁・三三ワ晒ア　7署一34タ」8ラ・di

　
搬

力
頒

憶
ゆ

詑
剛

〃
的
謁魏轟

　
圃

　
第

　
　
　
3
　
開
係
的
記
憶
力

　
軍
門
的
記
憶
力
は
．
第
十
表
及
び
第
十
一
圖
に
示

す
が
如
く
、
其
の
範
圃
、
個
々
の
頻
数
、
最
大
頻
数
こ
も

爾
者
路
ぼ
同
一
の
標
に
見
え
る
。
・
さ
れ
ざ
も
細
密

に
爾
…
者
を
比
較
せ
ば
最
大
力
に
於
て
爾
…
者
同
一
な

る
も
、
男
児
に
零
黙
の
も
の
○
、
二
三
％
あ
）
、
最
大
頻

数
男
兇
は
二
七
一
二
入
黙
な
る
に
、
女
児
は
二
九
－

三
〇
黙
に
し
て
，
こ
の
黙
に
於
て
一
黙
だ
け
、
女
見
は

男
兜
に
優
っ
て
居
る
。
第
十
一
圖
の
分
配
線
を
見

る
に
、
爾
者
略
ぼ
相
一
致
す
る
が
如
き
も
、
二
十
九
黙
以
上
に
於
て
時
〃
女
兇
の
頻
数
男
児
に
少
し

く
優
り
、
二
十
入
黙
以
下
に
去
て
二
品
の
頻
数
女
兜
に
少
し
く
優
り
、
其
の
程
度
は
三
・
四
八
％
で
あ

る
。
　
さ
れ
ば
關
係
的
記
憶
力
に
於
け
る
性
的
差
異
は
、
僅
か
に
約
三
分
五
厘
の
被
験
者
に
於
て
現

れ
、
九
五
六
分
五
厘
の
者
に
於
て
は
、
男
女
ご
も
全
然
同
｝
の
精
二
野
を
示
す
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
児
堂
精
紳
力
の
性
崎
発
異
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
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哲
錐
研
究
第
八
十
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

以
上
二
項
の
結
果
・
に
よ
れ
ば
、
記
憶
力
は
其
の
程
度
に
笹
下
な
相
違
は
あ
る
が
、
し
か
し
一
般
に

第
十
表
男
女
關
係
的
記
憶
の
比
較

少
数
の
女
兇
の
記
憶
力
は
、
常
に
少
数

男女
lVxsrcの差

　　％
左％三

女
同左％頻

男

3
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7
9
7
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5
6
1
3
0
2
9
5
2
9
2
9
2
1
8
0
S
3
3
0
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5

2
「
2
0
●
3
1
…
占
浴
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J
の
」
お
3
」
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’
8
n
心
の
β
β
3
β
ユ
π
」
0
酊
ユ
謹
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浴

む
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ユ
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む
む
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む
り
　
リ
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む
む
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エ
ハ
　
エ
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む
む

　
【
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「
一
　
「
　
一
一
　
　
｝
　
　
一
　
一
　
一
一
　
一
　
　
一

0
5
5
0
0
0
1
7
工
2
9
5
5
9
0
7
0
6
5
0
4
9
2
7
5
7
5
5
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0

0
2
2
5
5
5
0
2
0
5
2
0
0
2
8
0
3
0
5
3
5
2
0
7
7
7
2
7
7
5

α
α
α
α
α
q
鉱
2
。
a
a
翫
乞
乞
翫
a
9
＆
乳
e
a
ム
よ
．
虫
2
，
0
．
a
α
q
α
α

0
ユ
エ
2
2
2
8
9
8
4
1
8
8
工
7
6
5
8
6
5
8
7
6
1
3
1
1
3
3
2

　
　
　
　
　
1
2
2
2
2
2
3
2
2
2
2
1
1
1
王
　
1

3
0
3
3
9
7
S
5
6
6
0
2
5
1
9
2
2
5
3
9
2
0
4
7
3
盗
8
5
3
5

2
刀
2
2
お
ゆ
も
ユ
潔
」
β
q
…
4
浴
q
岬
溜
q
…
ユ
2
罵
溜
洛
£
ゆ
［
8
0
£
3
ユ
2
ユ

0
0
0
0
0
2
1
1
2
2
5
6
6
7
8
6
6
7
6
6
3
4
工
2
2
一
工
1
0
1

1
0
工
1
3
9
6
5
2
2
3
0
8
3
9
7
0
1
7
9
4
0
8
9
t
8
6
5
1
5

　
　
　
　
　
1
1
2
3
2
3
3
2
3
3
2
2
1
2
　
　
1

關係的
記憶力

　o

　l

　3

　5

　7

　9

11
13

15

ユ7

19
21
23

25
27
29
31
33
35
37
gg
41
43
45
47
p19

51
5・3

55
57

　2

　4

　6
　，g

10
｝2

王4

16
18
20
D．2

24
26
23
30
3g．

3i1

36
38
“10

40．

44
‘16

4S
50
52
5壬

56
5S

の
男
児
の
上
に
あ
っ
て
、
記
憶
に
於
け

る
優
秀
性
（
。
・
唇
9
9
蔓
）
は
一
部
の
女

児
に
與
へ
ら
れ
て
居
る
ε
云
ひ
得
る
。

こ
の
記
憶
に
於
け
る
優
秀
性
は
少
女

並
に
青
年
、
成
人
の
時
代
を
通
じ
て
、
一

貫
目
π
も
の
で
あ
る
か
、
或
は
又
兇
童

期
の
一
時
的
現
象
で
あ
ら
う
か
。
　
今

こ
の
瓢
を
ヂ
ヤ
ス
ト
η
一
の
結
果
に

見
る
。

　
ヂ
ヤ
ス
ト
ロ
ー
が
男
女
大
學
生
に

つ
き
て
の
自
然
的
永
，
績
記
憶
力
の
研

究
に
よ
れ
ば
、
男
子
の
忘
却
拳
は
四
〇
％
、
記
憶
峯
は
五
〇
％
な
る
に
、
女
子
の
忘
却
率
は
僅
か
に
二

九
％
記
憶
率
は
五
八
％
で
あ
っ
て
、
女
子
は
自
然
的
永
々
記
憶
に
於
て
明
か
に
著
し
く
男
子
に
勝
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k
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ノ
レ
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ハ
「
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き
　
ノ

　
　
　
　
冒
v

　
　
　
搾

N
X

，
’

si“

ノS

磁
〆
　
♂
　
　
ク
’
6
　
ヂ
　

μ
　
3
　
2

頻
数
百
分
地

　
　
児
童
精
騨
力
の
性
的
差
異

　
　
　
　
　
つ
て
居
る
。
氏
は
更
に
記
憶
の
研
究
を
月
落
り
自
ミ

　
げ
　
銭
奮
凝
μ
ω
．
ぎ
あ
學
生
に
つ
き
て
も
試
み
託
憶

　
　
卿

　
　
砂
　
　
に
つ
き
て
は
、
女
子
の
男
子
に
著
七
く
優
れ
る
こ
ご

　
凋
　
を
實
誰
し
た
（
讐
ハ
九
頁
）
・
さ
れ
ば
是
等
の
比
較
的
僅

　
　
．
砂
隙
罪
な
る
被
験
者
の
結
果
に
基
き
て
、
一
般
凶
断
定
を

　
　
　
　
　
　
　
ロ

　　

勀
鰍
ﾌ
傾
向
は
認
め
置
く
べ
き
で
あ
る
か
ご
考
へ
る
。

　
　
起
鎚
敷
　
　
　
両
　
一
般
精
淋
力

∵
呈
畢
・
所
に
読
嘆
＋
種
羅
峯

♂
タ
燃
　
－
・
第
推
理
力
、
逼
去
の
精
帥
容
力
、
分
類
力
、
抽
象
力
、
論
理
的

誓
　
胆
力
諭
理
的
麓
力
注
意
力
の
七
瞥
於
て
あ

讃
　
る
少
数
の
個
人
に
墜
髭
嘗
畜
憂
農

ず
．
　
　
寓
的
技
巧
力
、
器
械
的
記
憶
力
、
關
孫
蘭
扁
憶
力
柔
於

　
　
　
　
　
て
、
あ
る
少
数
の
個
入
に
限
動
女
兄
ぱ
。
常
に
男
塊
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三

、
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七
四

優
っ
て
居
る
○
今
是
等
の
個
々
の
念
望
力
の
総
和
を
以
て
、
假
に
之
を
＝
早
智
淋
力
ε
名
け
、
之
に

つ
き
で
男
女
．
児
を
比
較
し
て
見
る
・
一
般
精
紳
力
の
鋒
毘
に
當
り
て
、
注
意
力
は
之
を
二
分
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
減
じ
、
三
三
的
記
憶
力
．
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k
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ix
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　va1V－Min－vvadany－v－Nts一一ew－mv”一m　．ua

董粥1零下

　
　
　
　
　
　
勒
，

雰
《　

　
　
　
　
　
、

　…

@
＼
、

　
　
　
　
又

　
　
　
＼
㌦

　
　
八
　
　
・

　
　
～
輸
、

。
夕
“
　
は
之
を
三
分
の
一
に
、
過

迦
墜
卸
．

鰐
糠
去
の
精
練
容
力
は
二
分

備
撫
空
に
減
じ
、
其
の
他
は

〃
9
ブ
の

嬢
環
励
各
精
紳
力
の
品
等
黙
覚
バ

　
　
リ
ぽ
り
が

講
鞠
農
鄭
回
し
尾
左

敷
に
其
の
数
値
、
頻
数
分
配

講
線
を
示
す
、
。

し
　
　
　
ず

鋤
　
男
兜
の
一
般
精
紳
力

　
の
最
小
は
骨
一
黙
に
し

∴
》
腰
聖
断
弐
は
二
百
入
黙
、
典

　
の
範
國
は
百
七
十
八
黙

で
あ
る
○
女
宿
の
…
般
精
神
力
の
最
小
は
二
十
黙
に
し
て
、
男
兇
ご
殆
ん
ご
同
．
一
で
あ
る
が
、
最
大

、
㍉



　
は
百
九
十
入
瓢
に
し
て
十
黙
の
差
が
あ
る
。
さ
れ
ば
一
般
精
手
力
の
最
高
黙
に
於
て
女
児
は
男

　
発
に
少
し
く
劣
っ
て
居
る
。
最
大
頻
数
を
見
る
に
男
児
は
七
十
黙
よ
り
八
十
九
瓢
の
聞
に
現
る

　
べ
ぎ
傾
向
が
み
り
、
女
児
は
五
十
瓢
よ
り
入
十
九
黙
の
閥
に
至
る
べ
き
傾
向
が
見
え
る
。
興
の
最

　
大
頻
数
は
未
だ
覗
が
に
確
定
し
難
い
が
、
上
の
数
の
病
難
数
に
よ
っ
て
代
表
せ
し
む
る
時
は
、
男
発

　
は
入
十
黙
、
女
兇
は
七
十
黙
こ
な
り
、
十
瀦
の
差
．
異
が
め
る
。
次
ぎ
に
各
数
値
の
頻
数
を
比
較
す
る

　
，
に
、
九
十
九
購
以
下
は
概
し
て
女
兜
の
頻
数
男
兜
を
超
過
し
、
百
黙
以
王
は
男
兇
の
頻
数
女
児
を
超

　
過
し
、
其
の
超
過
の
度
は
一
七
・
〇
九
％
で
あ
る
。
　
此
結
果
に
よ
れ
ば
、
男
女
総
被
験
濟
の
入
二
・
九
一

　
％
は
、
特
殊
精
棘
力
に
於
け
る
ご
同
機
に
、
一
般
白
質
力
に
於
て
も
少
し
の
牲
納
差
異
を
示
さ
な
い
○

　
唯
全
被
験
者
の
一
罰
七
分
の
少
数
の
限
ら
れ
π
る
個
人
に
於
て
性
的
差
異
を
示
し
、
こ
の
隈
ら
れ

　
π
る
個
人
中
に
於
け
る
女
児
の
一
般
養
鯉
力
は
男
兇
に
劣
b
て
多
く
は
正
常
力
以
下
に
位
し
、
同

　
じ
く
こ
の
限
ら
れ
だ
る
個
入
中
の
男
兇
の
圃
般
選
書
力
は
女
児
に
優
う
て
、
多
く
は
正
常
力
以
上

　
に
位
し
て
居
る
○
從
っ
て
爾
者
の
分
配
綜
を
見
る
も
、
第
十
二
圖
に
示
す
が
無
く
、
九
ナ
九
黙
以
下

　
に
於
て
女
兇
の
螺
線
は
男
兜
の
上
に
、
百
事
以
上
に
於
て
男
兜
の
曲
線
は
常
に
尊
見
の
上
に
あ
る
◎

　
　
私
は
各
種
の
精
榊
力
の
代
表
債
を
百
こ
な
し
、
共
の
代
表
償
の
七
六
％
一
一
二
四
％
の
港
を
正

　
常
、
一
二
五
％
一
一
四
九
％
の
者
を
優
、
一
．
五
〇
％
i
一
七
四
％
の
者
を
最
優
、
一
七
五
％
以
王
を
俊

鯉　
　
　
　
　
兇
量
精
認
力
の
魅
附
差
異
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五



2．ors

　
　
　
　
暫
曲
学
研
山
究
　
餓
剛
入
十
四
甑
羅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
山
ハ

才
、
七
五
％
…
五
一
％
の
者
を
劣
「
五
〇
％
一
ご
六
％
の
潜
を
最
劣
」
一
五
％
以
下
の
者
を
無
能
ε
名

第
＋
二
表
男
女
蕪
精
紳
力
二
尊
の
比
較
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
て
、
精
磁
力
の
品
等
化
を
試
み
た
が
（
兜
八
蹴

一般糖剃曇

ﾍの品等 繍　旧観

1
頻
勲
　
男

同百分比 頻数　女　i
三分比 　男：女

ﾞ数の差
@　　％

無　能 lo　以下 三i 025 一〇．25

最劣 21－40 19 4βS 26 6．55 ＿2．17

劣 戯＿60 56 12．90 87 21．91 ＿9．01

正　常 61一．99 173 39．86 18藁 46．33 ＿6浸7
優 工σ0一三19 71 16．…う6 50 12．59 3．77

最優 120－139 58 ユ3．3G 32 8・06 5．30

俊　オ 140　以上 57 13．玉3 17 4．2S 8β5

一勢
一trr　一g

r一　　　マ
！　　　　1
葬　　　　　曳

，嚇■醐闇pm1

　　50

　　・i5

　　40

　　35
歎
　　30

　　［5

分
　　o．O

比
　　is

　　IO

　　　5

俊
才
級
に
於
て
八
・
八
五
％
だ
け
女
兇
よ
り
も
多
い
。

　
　
　
　
　
　
…
λ
硫
頁
）
今
こ
の
品
等
化
に
基
い
て
一
般
精

　
　
　
　
　
　
帥
力
を
品
等
化
し
、
各
晶
等
級
の
頻
数
を
比

　
　
騰
　
俊
オ
職
較
す
る
ビ
、
第
十
二
表
及
び
第
十
三
圖
の
通

　
　
　
　
　
　

唖
　
最
㌫
り
に
な
る
こ
の
結
果
に
よ
る
ご
上
の
場
会

門
⊥
漏
奪
蓋
霰
に
於
て
女
児
は
麗
－

　
　
　
蕉
常
榊
り
山
ハ
・
四
七
％
多
く
、
劣
紡
｝
に
於
て
九
・
○
鳳
％
、

　
　
　
　
　
騨

　
　
o
　
　
　
ざ
一
瓢
に
近
い
。
男
児
に
あ
り
て
は
優
㎝
級

　
　
　
　
　
　
に
於
て
三
・
七
七
％
、
最
優
級
に
於
て
五
・
三
％
、

　
　
　
　
　
　
而
し
て
比
較
的
に
男
並
の
女
兇
に
比
し
て
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頻
数
の
多
き
は
俊
才
級
に
震
す
る
も
の
で
あ
る
。

に
察
せ
ら
れ
る
。

五
渇
概

．
括

第
十
三
圃
を
見
れ
ば
．
上
記
の
欺
態
が
直
観
的

　
四
に
記
述
し
た
結
果
を
基
礎
に
、
見
量
精
紳
力
の
性
的
差
異
を
概
括
す
れ
ば
、
次
ぎ
の
数
項
に
表

現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
σ
D
十
種
の
精
通
力
に
於
け
る
男
女
の
性
的
差
異
は
、
多
数
の
被
験
者
に
は
現
は
れ
な
い
。
こ
の

精
帥
力
の
性
的
差
異
を
示
さ
な
い
被
験
者
の
数
は
第
十
三
表
に
示
す
が
如
く
、
各
精
紳
力
に
於
て

鳳
楼
で
な
い
。
其
の
最
も
多
き
場
合
に
干
て
は
ら
九
六
・
五
％
に
多
し
、
最
も
少
き
場
合
に
あ
り
て
も

質
入
・
三
％
を
下
ら
な
い
。
而
し
て
其
の
李
均
は
約
入
曽
％
で
あ
る
。
又
之
を
一
般
精
沸
力
に
於

て
見
る
も
傘
入
三
％
は
男
女
に
於
て
、
其
の
精
棘
力
に
差
異
が
な
い
。
さ
れ
ば
先
づ
一
般
に
、
男
女

兇
の
牛
堀
亡
八
勧
パ
分
門
破
郷
　
の
精
棘
力
に
総
て
、
入
試
三
分
は
一
般
精
紳
力
に
於
て
性
的
差

異
を
示
さ
な
い
ε
断
定
し
得
る
。

　
然
る
に
若
し
各
精
華
力
の
雫
理
数
に
て
禰
…
者
を
比
較
せ
ば
第
十
四
表
に
示
す
が
如
く
に
、
明
ら

か
に
男
女
の
性
的
差
異
が
現
は
れ
る
か
ら
、
之
れ
に
基
き
て
、
一
般
に
あ
る
精
棘
力
は
平
温
．
女
児
に

　
　
　
　
見
塗
薫
炉
力
の
性
的
差
異
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
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暫
學
研
究
　
第
入
十
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
入

優
り
、
あ
る
精
紳
力
は
一
般
に
女
兇
．
男
衆
に
優
る
も
の
こ
の
＝
般
的
確
信
を
誘
匙
し
易
い
○
け
れ

ざ
も
、
こ
は
特
殊
の
場
合
を
一
般
化
し
た
誤
謬
で
あ
っ
て
、
私
の
研
究
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
男
女
の
い

華
三
諦
難
翻
身
魏
結
　
つ
れ
か
や
一
般
に
優
れ
ま
元
は
一
般
に
劣
る
ビ
云
ふ
が
如
き
精
聯

’i生三差異

な示さざ
る類鍛％

7S．O“9

7S．96

81．7S
SI　．8　．：

g，　7．31

SS．90

93．36

S3．28

89A7
96．52

82．91

牲…霞り差異　お歪封さ澱占」）、　n；の銭質

を・示す　　　翠黄の多き≠易合％

境界黙

7n
：一｝a

　｛

　：一）

　”t

　強

ユ＄

　s
　・1

2S
99

男

三6。72

王0．53

3．48

女

21．71
21．0・1

18．？2

1S．工7

12．Sg
11，三〇

6．6‘S

17．09

精紳力
．推　　理　　力
濁去の精醜容力

I

l論理的明畳力
i論理的統畳力
i注　　意　　力
高訓的技巧力
i器械的記憶力
i關係的寵憶力
i一殿精榊力

．分

抽
類　　力
象　　力

し
、
あ
る
も
の
は
男
見
、
女
児
に
優
り
、
あ
る
も
の
は
女
早
亦
男
兇
に
優
る
。

李
均
個
人
数
は
約
一
四
％
で
あ
る
○

カ
は
、
一
種
も
存
在
し
な
い
の
み
な
ら
す
、
大
多
数
の
男
女
に
於
い
て

は
、
上
に
示
す
が
如
く
に
少
し
の
性
的
差
異
を
．
も
示
さ
な
い
の
で
あ

る
。　

デ
ャ
ス
ト
・
－
は
男
女
大
黒
々
生
憎
二
十
五
名
に
つ
き
、
任
意
に
・

一
百
語
を
毘
昇
る
だ
け
蓮
く
記
述
せ
し
め
て
、
こ
の
合
計
五
千
語
を

蒐
集
し
た
が
、
其
の
中
、
約
三
千
語
は
男
女
ご
も
画
調
で
あ
っ
た
。
さ

れ
ば
男
女
の
毒
念
界
に
於
て
も
、
其
五
分
の
三
は
共
蓮
の
要
素
を
含

蓄
せ
る
こ
ご
が
寝
せ
ら
れ
る
（
曹
六
七
頁
）
。

　
②
少
数
の
制
限
せ
ら
れ
た
る
三
・
五
％
1
二
一
・
七
％
の
個
人
に
あ

り
て
は
、
十
種
の
精
紳
力
士
に
一
般
精
丁
重
に
於
て
性
的
差
異
を
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
性
的
差
異
を
示
す

　
　
　
こ
の
限
定
せ
ら
れ
た
る
個
人
に
於
て
、
瞥
見
の
男
児
に
劣
る

調



も
の
は
、
第
十
三
表
に
示
す
が
如
く
、
推
理
力
、
過
去
の
精
糖
容
力
、
分
類
力
、
抽
象
力
、
論
理
的
明
畳
力
、
論

理
的
畳
畳
力
、
注
意
力
、
一
般
黒
雲
力
の
入
種
に
し
て
、
女
児
の
男
児
に
優
る
も
の
は
模
寓
的
技
巧
力
、

261

竿
誌
面
期
力
の

精　刷了　力
亭　　：均 黙 男女の

男

男　｛ 女 差
女

一　　「　　　　　「　一　＿

推　　理　　力 9．20 G．42 2．78 143β
遇去の軸榊容力 49．90 35．55 14．35 140．3

論理的統兜力 6．69 4．68 2．0工 132．9

抽　　象　　力 5．66 4．41 125 128．3

分　　類　　力 8．70 6．92 1．78 125．7

論理的明箆力 8．67 740 1．27 117．1

注　　意　　力 20．93 20．48 0．4．5 1022
關係的認憶力 30．21 30．31 ＿0。10 99．G

技　　巧　　力 6．77 7．2S ＿0．51 192・9
器械的寵憶力 4．62 5」7 一〇，55 　89．3

P

器
械
的
記
憶
力
、
磁
器
的
記
憶
力
の
三
種
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
差

異
の
程
度
は
第
十
三
表
に
示
す
が
如
く
に
各
精
強
力
に
於
て
各
特

有
の
憤
が
あ
る
。

　
●
伺
一
般
精
紳
力
に
鞭
て
男
女
兇
を
比
較
す
る
に
、
被
験
者
の
一
七
・

一
％
に
於
て
女
兜
に
正
常
級
以
下
の
者
多
く
、
男
～
兄
に
半
年
以
上
の

者
が
多
い
。
就
中
女
兇
に
は
劣
級
に
位
す
る
も
の
比
較
的
に
多
く
、

圏
発
に
は
俊
才
級
に
位
す
る
も
の
が
比
較
的
に
多
い
。
而
し
て
こ

の
結
果
は
タ
ー
マ
ン
の
も
の
ビ
全
然
反
封
で
あ
る
○

六
、
疑

問

ω
現
在
に
於
け
る
尋
常
六
學
年
生
男
女
の
大
多
数
に
干
て
は
、
其

の
精
騰
馬
に
性
的
差
異
を
見
る
こ
ε
が
で
き
な
い
が
少
数
の
個
人
に
於
て
は
、
一
定
度
の
性
的
差

異
が
現
れ
、
あ
る
精
管
力
に
於
て
は
衝
撃
に
優
秀
者
多
く
、
他
の
精
紳
力
に
於
て
は
女
児
に
優
秀
者

　
　
　
　
児
量
納
淋
力
の
性
的
差
異
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九



　
　
　
　
　
　
哲
學
研
究
　
第
八
十
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
○

　
糊

　
　
が
多
い
が
、
就
∵
甲
十
種
中
七
種
の
糟
…
淋
　
カ
は
男
胸
兄
に
於
て
優
れ
て
居
る
。
　
こ
の
七
種
の
晶
精
聴
力
に

～

　
　
．
現
は
れ
る
男
兇
の
下
思
性
は
、
該
精
紳
力
の
素
質
の
優
秀
性
に
基
づ
く
の
か
、
或
は
境
遇
の
優
超
に

　
　
基
く
の
か
、
之
れ
次
ぎ
に
解
決
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
外
し
て
私
の
資
料
は
直
接
の

　
　
決
定
力
を
持
た
な
い
が
じ
か
し
、
こ
の
少
数
の
個
人
に
於
て
は
、
男
児
の
精
棘
力
は
正
常
以
上
に
位

　
　
し
女
児
の
精
帥
力
は
正
常
以
下
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
少
数
の
個
人
中
の
大
多
数
の
星
兜
は
、
共
の
素

　
　
質
の
優
秀
な
る
が
だ
め
に
精
淋
力
の
七
戸
を
示
し
、
女
児
は
其
の
素
質
の
劣
級
な
る
が
だ
め
に
其

　
　
の
精
憩
力
に
劣
等
を
示
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
何
ご
な
れ
ば
、
之
の
爾
者
の
差
を
境
遇
の

　
　
差
に
、
起
因
せ
し
む
る
な
ら
ば
、
其
の
精
撃
力
の
差
が
鯨
り
に
過
大
に
失
す
る
か
ら
で
あ
る
。
私
は

　
　
今
上
記
の
推
定
を
試
み
な
が
ら
、
之
を
疑
問
き
し
て
提
発
す
る
。

　
　
　
②
ω
と
同
標
の
理
歯
に
就
ぎ
、
模
爲
的
翌
翌
力
、
器
械
的
記
憶
力
、
關
係
的
記
憶
力
に
於
て
、
少
数
の

　
　
抄
入
中
に
女
兇
の
電
電
性
の
現
出
す
る
は
、
該
精
黒
氏
の
素
質
の
優
秀
性
に
基
く
の
で
は
あ
る
ま

　
　
い
か
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
女
児
の
場
合
に
於
て
考
慮
す
べ
き
は
、
女
児
の
精
憩
力
、
登
展
の
早
熟
性
の

　
　
存
在
せ
る
の
事
實
で
あ
る
。
さ
れ
ば
熱
望
に
現
は
る
、
女
見
の
優
斎
堂
の
一
定
度
は
こ
の
精
紳

　
　
の
早
熟
性
に
起
因
せ
る
に
相
蓮
無
い
。
し
が
し
こ
の
早
熟
性
に
よ
る
女
児
優
超
度
を
除
去
す
る

　
　
も
、
技
巧
力
及
び
器
械
的
記
憶
力
に
於
て
は
、
猶
幾
分
素
質
の
優
秀
性
に
基
く
精
工
力
の
優
超
が
現



幽
す
る
で
あ
ら
う
。
．
さ
れ
ば
私
は
特
定
の
少
数
の
女
子
は
特
定
の
少
数
の
男
子
に
比
し
、
技
．
巧
力

器
械
的
記
憶
力
の
優
れ
た
る
素
質
を
持
す
る
も
の
な
ら
ん
こ
の
推
定
を
試
み
、
且
つ
之
を
學
的
疑

問
ε
し
て
提
出
す
る
。

　
⑥
一
般
精
憩
力
に
於
て
、
我
國
女
児
の
特
定
の
少
数
者
は
特
定
の
男
見
の
少
数
者
に
比
し
明
か

に
劣
っ
て
居
る
。
然
る
に
米
軍
の
女
専
は
少
く
も
男
子
に
等
し
き
か
、
或
は
優
超
の
傾
向
さ
へ
あ

る
。
此
同
米
爾
國
塩
干
の
精
興
力
の
性
的
差
異
に
關
す
る
關
係
の
正
反
饗
な
る
三
管
は
抑
も
何

に
基
く
の
で
あ
る
か
○
笹
野
法
其
の
者
の
相
蓮
か
。
素
質
の
相
蓮
か
、
環
境
の
差
か
。
こ
は
研
究

す
べ
き
重
要
な
る
唄
問
題
で
あ
る
。
私
は
之
を
疑
問
ε
し
て
叢
に
提
鵠
し
、
識
者
の
示
敷
を
乞
ふ
。
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